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1. はじめに 

我が国は，南北に細長い弧状列島であり，国土の大半が山地

であるという特徴を持ち合わす．そのため，短く急勾配な河川

が多く，水害や渇水が多発している．これらのことから，河川

堤防やダムといった土構造物が我が国には数多く存在する．そ

の一方で，地震大国であるため，図-1のように活断層が多く存

在することが知られており，土構造物の近傍に活断層が通過す

る場合も多い．一般に，横ずれ断層上の地盤においては，リー

デルせん断と呼ばれる斜め方向のせん断面が発現することが知

られているが，そのメカニズムや土構造物に与える影響には未

解明な点が多い．そこで本研究では，土構造物直下の断層が横

ずれを起こした際に土構造物に与える変形挙動とその安定性に

ついて実験的な検討を行う．本報では，横ずれ断層変位検討用

模型実験装置とその変形挙動の計測方法について述べる． 

2. リーデルせん断 2) 

 図-2にリーデルせん断の発達過程を示す．リーデルせん断と

は，断層の横ずれ方向に対して斜めに形成されるせん断面のこ

とである．断層が横ずれを起こすと，地盤の深部では横ずれに

伴ったせん断面が生じる．横ずれが進行すると，地盤深部およ

び表層に横ずれの方向から φ/2(0°＜φ/2＜30°）の角度を持つせ

ん断面が生じ，その後さらに高角なせん断面や，初めに発現し

た斜め方向のせん断面に対称なせん断面等が発達する．これら

のせん断面は，地盤深部から表層に向かう過程で形態や性状が

変化する傾向を持つため，地盤の厚みに依存すると考えられる． 

3. 横ずれ断層変位検討用模型実験装置の開発 

 横ずれ断層を対象とする模型実験は，表層地盤の内部に発達

するリーデルせん断の変形性状が 3 次元的で複雑となるうえに

観察も困難であるため，過去に実施された研究例は少ない．中

でも，上田と谷 3)，谷と小山 4)5)は表層地盤内部のせん断帯の発

達状況について X線 CT スキャナーを用いて調べている．しか

しながら，装置を通過させる制約上小規模な実験に限定されて

いる．また，小山，谷は層厚 0.4mの実験を実施し，地表面に発

達する網目状のせん断帯を確認している． 

これらの既往研究を踏まえ，本研究では写真―1のような横

ずれ断層変位発生装置を作製した。横ずれ断層変位発生装置は，

幅 600mm，奥行き 750mmであり，半面（幅 300mm）を固定と

 

図-1 活断層の分布 1) 

 

図-2 リーデルせん断の発達過程 

 

 

写真-1 横ずれ断層変位発生装置と谷部をモデル

化した塩ビ型枠 
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して，半面（幅 300mm）を最大 50mmまで可動できるものである．

また，可動部はリニアベアリングにて保持されており，直線性を確

保している．また，横ずれ断層発生装置の上部には XY ステージ（写

真-2）を設置し，XY方向の変位をワイヤー変位計，Z方向の変位を

レーザー変位計から計測することで模型地盤の表面形状の測定を行

うシステムとした． 

4 実験概要 

本実験では谷埋めに設置された盛土構造物を想定して高さ約

100mm，奥行き約 300mm，法面勾配 1：1.75～1:2.5となる構造物を

珪砂 3号を用いて作製した．また，谷は塩ビ製の型枠にてモデル化

した．なお，谷部の変形と追随するように型枠には実験で使用する

硅砂 3号を敷設し，模型地盤が滑らない粗な状態とした． 実験は，

横ずれ断層発生装置を 5mm毎に変形させ，XY ステージから所定範

囲の変位量を測定した．これを 30mm変形するまで 5mm間隔で変

形させた．実験後，等高線・3D 地形ソフト Surfer13（Golden Software 製）を使用して，測定データから等高線図を

作成し，盛土構造物の表層の挙動を確認した． 

5 実験結果と考察  

図-3に表層地盤の鳥瞰図（a）と等高線図（b）を示す．模型地盤の表層にせん断方向に対して斜めにせん断面が

表れている．これはリーデルせん断の初期に現れるせん断面であると考えられる．このようなせん断面は横ずれ断

層発生装置を 20mm変形させた付近から発現した． 

6 まとめ 

 土構造物直下の断層が横ずれを起こした際に土構造物に与える変形挙動とその安定性について実験的な検討を行

うため，横ずれ断層変位検討用模型実験装置を開発し，盛土構造物の変形挙動について計測した．その結果，横ず

れ面直上付近にリーデルせん断を確認することが出来た．今後は，縮尺模型による影響や異なる材料が内在する場

合の相互作用の影響等について検討していきたい． 
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写真-2 XYステージ 
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(a)鳥瞰図（30mm せん断時） (b)等高線図 

図-3 表層地盤 
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